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問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
支

援
事
業
５
０
０
万
円
で
生
産
基

盤
強
化
、
道
の
駅
の
連
携
支
援

と
な
っ
て
い
る
が
、
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
は
何
か
。

ま
ち
づ
く
り

交

流

課

長
　

ま
ち
づ
く
り

会
社
が
運
営
す

る
道
の
駅
の
健
全
な
経
営
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
た
め
、
町

と
し
て
も
計
上
し
て
い
る
。
経

営
支
援
で
の
意
味
合
い
で
あ
る
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

消
防
費
の
中
で
、
車

輌
船
舶
１
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
車
種

を
ど
の
分
団
に
配
置
す
る
の
か
。

住
民
生
活

課　
　

長
　

20

年
経
過
し
た

車
両
を
年
１
台
更

新
し
て
い
る
。
車
種
は
消
防
ポ

ン
プ
車
で
あ
る
。
ど
の
分
団
に

配
置
す
る
か
は
、
29

年
度
の
対

象
が
複
数
台
あ
る
た
め
、
消
防

団
の
幹
部
会
議
で
協
議
を
し
、

決
定
し
た
い
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

原
発
対
策
費
の
大

部
分
は
除
染
作
業
費
と
考
え
る

が
、
除
染
作
業
は
、
今
回
の
予
算

限
り
で
だ
い
た
い
終
了
の
見
込

み
な
の
か
。

原
発
災
害

対
策
課
長

　

27

年
度
に
住
宅

除
染
が
完
了
し
、

公
共
施
設
や
子
ど
も
の
遊
び
場

な
ど
、
環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
で
き
る
も
の
は
す

べ
て
取
り
組
ん
だ
。
29

年
度
へ

予
算
を
繰
り
越
し
た
道
路
除
染

が
完
了
す
れ
ば
、
町
と
し
て
の

除
染
作
業
は
終
了
を
迎
え
る
と

考
え
て
い
る
。

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

新
規
事
業
で
、
小
中

学
校
で
Ｑ
─
Ｕ
テ
ス
ト
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
Ｑ
─
Ｕ

テ
ス
ト
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
と
の
違
い
は
。

教
育
次
長

　

「
Ｑ
」
は
、
ク
エ
ス
チ
ョ

ネ
ア
ー
（
質
問
票
）、

「
Ｕ
」
は
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
（
実

用
性
）の
略
で
あ
る
。
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
人
間
関
係
を
調
査

し
、
学
級
経
営
に
有
効
な
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
く
も
の
で
、

い
じ
め
調
査
に
特
定
し
た
調
査

で
は
な
い
。
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
直
接
的

に
答
え
て
も
ら
う
ア
ン
ケ
ー
ト

で
あ
る
。

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
は
何
か

除
染
対
策
は
今
回
の

予
算
で
終
了
見
込
み
か

Ｑ
─
Ｕ
テ
ス
ト
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

消
防
車
両
の
車
種
と

配
置
分
団
は

１．東日本大震災からの復興・再生

　　除染廃棄物の中間貯蔵施設への搬入と風評被害

払拭。

２．安全安心な町政の実現

　　地域コミュニティや消防・警察などと連携した

防災訓練や自助の普及啓発。

３．活力ある町政の実現

　　４大イベントの実施、「道の駅国見あつかしの

郷」の経営安定化、６
※

次化をはじめとする農商工

の振興、各種スポーツや文化の振興。

４．思いやりのある町政の実現

　　子育て支援策の充実、教育の振興、高齢者の支

援施策の充実、医療体制の充実強化

５．町の継続的な維持発展

　　「歴史まちづくり計画」の具体化、国や県、近

隣市町村、首都圏、関係機関などとの交流連携に

よる地方創生総合戦略の具体化。

町長施政方針 （要旨）平成２9年度

※６次化とは　農業が食品加工や流通販売にも業務を

展開すること。
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問
（
村
上
正
勝
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
業
務

委
託
４
０
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
実
際
町
に
入
る

金
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

総
務

課
長

　

基
本
的
に
寄
附
の
半

額
は
返
礼
品
と
し
て
い

る
。
１
割
は
取
り
扱
い
業
者
の

手
数
料
、
さ
ら
に
１
割
は
、
郵

送
代
に
充
て
て
い
る
。
残
り
の

３
割
が
町
に
残
り
、
ふ
る
さ
と

振
興
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

全
国
的
に
保
育
士
不

足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
当

町
の
常
設
保
育
所
の
嘱
託
職
員

数
が
22
名
で
あ
る
が
、
人
数
は

十
分
か
。
ま
た
全
員
が
保
育
士

の
資
格
を
有
し
て
い
る
の
か
。

幼
児
教
育

課　
　

長
　

全
員
保
育
士
の

資
格
を
有
し
て
い

る
。
29

年
度
の
常
勤
・
パ
ー
ト

の
保
育
士
は
、
希
望
人
数
に
達

し
て
い
な
い
が
、
現
在
の
人
数
で

も
運
営
に
支
障
は
な
い
。
余
裕

を
持
っ
た
安
全
安
心
な
保
育
の

た
め
に
、
引
き
続
き
保
育
士
の

確
保
に
努
め
た
い
。

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

風
評
対
策
事
業
は
、

応
援
団
ツ
ア
ー
４
４
６
万
４
千

円
、
く
に
み
し
ゅ
ら
ん
２
５
５

万
円
が
計
上
さ
れ
、
首
都
圏
の

女
性
を
対
象
に
県
補
助
金
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
に

は
町
民
の
批
判
的
な
声
も
少
な

く
な
い
。
目
的
・
効
果
・
実
績

を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り

交

流

課

長
　

目
的
は
、
風

評
対
策
で
あ

る
。
女
性
応
援
団
ツ
ア
ー
は
、

女
性
が
家
庭
の
消
費
の
決
定
権

を
握
っ
て
い
る
こ
と
、
補
助
金
の

交
付
要
綱
に
県
外
の
方
々
を
福

島
に
呼
び
込
ん
で
実
施
す
る
と

い
う
条
件
も
あ
り
、
首
都
圏
の

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
実
施
し

た
。
く
に
み
し
ゅ
ら
ん
は
、
27

年
度
に
う
つ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
県
と
Ｊ
Ｒ

の
共
催
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
で
、
福

島
の
よ
い
と
こ
ろ
を
発
信
す
る

大
き
な
目
的
が
あ
っ
た
。
町
で

も
農
業
と
観
光
を
結
び
つ
け
た

新
た
な
事
業
と
し
て
く
に
み

し
ゅ
ら
ん
を
町
独
自
で
実
施
し

て
き
た
。

　

効
果
は
、
応
援
団
ツ
ア
ー
で

は
、
農
業
体
験
を
通
し
て
国
見

の
農
産
物
の
お
い
し
さ
や
す
ば

ら
し
さ
を
発
信
し
た
。
農
作
物

の
直
接
注
文
販
売
に
結
び
つ
い

た
例
も
あ
る
。
東
京
く
に
み
会

の
基
盤
に
も
な
り
、
効
果
は
間

違
い
な
く
上
が
っ
て
い
る
。

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

特
産
品
開
発
支
援
事

業
80
万
円
の
具
体
的
な
内
容
を

伺
う
。

ま
ち
づ
く
り

交

流

課

長
　

町
の
単
独
補

助
事
業
で
あ

る
。
農
家
の
方
々
や
商
工
業
者

で
町
の
農
産
物
な
ど
を
活
用
し

て
６
次
化
に
取
り
組
も
う
と
考

え
て
い
る
方
々
が
対
象
で
あ
る
。

上
限
が
40

万
円
で
、
今
回
計
上

し
た
の
は
２
品
目
分
で
あ
る
。

単
な
る
試
作
的
な
段
階
の
も
の

へ
の
補
助
で
は
な
く
、
商
品
化
ま

で
踏
み
込
ん
で
取
り
組
ん
で
い

る
方
々
へ
の
事
業
で
あ
る
。
原

料
代
や
、
講
師
の
謝
礼
代
、
デ
ザ

イ
ン
な
ど
も
含
め
た
幅
広
い
６

次
化
に
向
け
た
商
品
化
へ
の
取

り
組
み
に
対
す
る
補
助
事
業
で

あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
額

の
う
ち
町
に
入
る

金
額
は

保
育
所
職
員
の

確
保
状
況
は

風
評
対
策
事
業
の

効
果
や
実
績
は

特
産
品
開
発
支
援

事
業
の
内
容
は

当
初
予
算
の
主
な
質
疑

歳

出

■水道事業会計

収支別 収　　入 支　　出

収 益 的 収 支 2億7480万円 2億5676万円

資 本 的 収 支 2億300万円 2億9476万円

※資本的収支の差は内部留保資金で補います。

■平成29年度各会計当初予算

会　計　名
平成29年度

当初予算

前年度対比

増減額 増減率

一 　 般 　 会 　 計 56億0000万円 △35億4000万円 △38.7%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 13億5559万円 △1892万円 △1.4%

介 護 保 険 12億1082万円 8472万円 7.5%

公共下水道事業 2億3956万円 913万円 4.0%

後期高齢者医療 1億1332万円 291万円 2.6%

土 地 開 発 事 業 4630万円 80万円 1.8%

渇 水 対 策 施 設 2969万円 2050万円 223.3%

入 山 財 産 区 21万円 4万円 23.1%

大 木 戸 財 産 区 16万円 0.4万円 2.5%


